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告知チラシ

ちえなみきの開業一周年企画「ちえなみきに泊まろう」

に学生スタッフとして参加しました。本企画は“ねむらない

夜”をテーマに、本に囲まれながら一夜を過ごすもので、

抽選で選ばれた18名のお客様が集まりました。参加者は、

敦賀市内在住者のみならず、遠方からも企画に来訪され

ていました。

「ちえなみきに泊まろう」では、共読会、ブックカバー体
取材する参加学生

店内の夜間営業の様子

中間報告会のお知らせ

ちえなみき一周年企画に、学生が取材スタッフとして参加

メンターの丸善雄松堂の企業PR雑誌「學鐙」のご案内

です。明治30年の創刊以来、一時中断はあったものの、

こんにちまで刊行されてきた国内最古の企業PR誌です。

献本頂いた２０２３年の夏号、秋号は嶺南地域共創セン

ター（敦賀）に所蔵してあります。 「學鐙」とは、「みずか

ら灯火となってまなびの道を照らす」との意味を持つそ

う。２０２３年秋号の特集は「共に在る、共に生きる」。特

集頁の山極壽一氏の「人間は離れていても、ともにいる

という気持ちを保てるような感性を発達させた」との説

【編集・発行】 嘉瀬井恵子（福井大学地域創生推進本部附属嶺南地域共創センター）

【住 所】福井県敦賀市金輪町1－3－33 福井大学附属国際原子力工学研究所内

福井大学地域創生推進本部附属嶺南地域共創センター 0770－48－0964

10月13日（金）14:20～17:45、ちえなみき2階のセミナー

ルームにて、中間報告会を開催します。

２０２４年２月２３日（金・祝）の成果報告会に向けて、活

動の目的や、その方向性、期待される効果など報告を

行って下さい。

報告の順番は告知チラシで確認下さい。報告の様式は

パワーポイント資料、成果物サンプルの提示など自由で

構いません。Word資料の場合は

当日12時までに教員までmail

で送付して下さい。

報告会終了後は、チーム活

動の時間にあてます。メンター

に活動についてのアドバイスを

受ける場合には事前に教員宛

てにその旨を連絡して下さい。

丸善雄松堂PR誌 「學鐙」ご案内

明は、共創して知を創

発する活動に取り組む

私達にとって、示唆的

だと感じます。是非「學

鐙」を手にとって学びの

道を見つけて下さい。

メンター

丸善雄松堂「學鐙」

「一周年企画」参加体験記

験、選書相談の企画もありました。共読会では、参加者

が、落ち込んでいるときに励まされた本や、一度手放した

ものの再読した本など、思い出が詰まった大切な本を持

ちよりました。共読会の後には、自分一人では決して出

会えなかった本にこの企画を通して出会えたとして、参加

者同士で会話が弾んでいました。

岡野未梨 竹越藍香

子供から大人まで、本に囲まれ、

語らう中で、初対面の参加者同士、

本を通じた「つながり」が芽生えた

ことが印象的でした。本企画に参

加して、図書館でも本屋とも違う、

人と人が繋がる場所としての公設

書店“ちえなみき”は「知の魅力」

そのものであると実感しました。こ

の敦賀の地で、これからも人が集

い“ち”が広がっていく場であり続

けてほしいと願っています。

敦賀市知育・啓発施設ちえなみきが開業一周年を迎え

るにあたって、2023年9月23日（土）～24日（日）にかけて

「ちえなみきに泊まろう」が開催されました。敦賀市出身

のチームFの岡野未梨さん、竹越藍香さんの二人が学生

スタッフとして参加しました。 二人の活動リポートについ

ては、後日、ちえなみきのホームページに掲載予定です。

本紙面では、二人の活動リポートの一部をお伝えします。

本取組みは福井大学地域創生推進本部附属嶺南地域共創センターの嶺南地域における課題解決事業・プロジェクトに対
する支援，および，敦賀市大学研究等支援事業補助金による支援（ともに研究代表：嘉瀬井恵子）を受けて実施している。

福井大学嶺南地域共創センター×教育学部「学校体験学習」

知の創造 in ちえなみき
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